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研究成果概要 

 本研究はMeV-GeV領域で世界最高感度のニュートリノ観測能力を持つスーパーカ
ミオカンデ（SK）検出器を用いてマルチメッセンジャー天文学を進めることを目的と

して進めている。近年、LIGOなどによる中性子星連星合体からの重力波検出に伴う

残光の光学観測など、電波からγ線までの広いエネルギーでの電磁波観測と重力波や

高エネルギーニュートリノ事象との同時観測を行うマルチメッセンジャー天文学が

活発に行われ、多くの成果をあげている。重力波天体やγ線バーストのようなトラン

ジェント天体に同期したニュートリノ事象の検出を即時解析で発見することを目指

して、システム開発を2019年より進めている。 

解析システムについてはまだいくつかの課題が残っているものの、ほぼ運用で

きる状態にある。しかし、実際に突発天体のアラートを受けて解析結果が出た後

に、どのようにヒューマンチェックを行うか、SKコラボレーション内で結果の最

終承認を経て、結果を公開してくかという運用面の流れがまだ確立されていなか

った。そこでシステムを本格運用に向けてこの流れを定義して、突発天体アラー

トに対する同期ニュートリノ探索結果が出たときに速やかにGCN Circular等を

通して結果公開が行えるようにした。実際には、SK内ですでに解析から結果公開

までの流れが確立している超新星バーストニュートリノアラートの場合をベー

スにして、流れを定義している。 



本格運用に先立って2022年10月9日に生じた近傍ガンマ線バースト GRB22

1009Aに同期したニュートリノイベント探索も実施した。このガンマ線バースト

では、Fermi-LATによる高エネルギーガンマ線の観測が報告されており、LHASS

OによってTeV以上の超高エネルギーガンマ線の検出も報告されている。このこ

とから高エネルギーの粒子加速の証拠が得られた非常に興味深いガンマ線バー

ストであり、同期したニュートリノイベントの検出がSK検出器でなかったかを探

索した。Swift衛星のイベント検出時刻を基準にして±500秒、-1時間/+2時間、±

1日の3つのサーチウィンドウを設定してニュートリノ事象の探索を行ったが、残

念ながらバックグラウンドに対して優位なシグナルは見つからなかった。そのた

め、ニュートリノフラックスの上限値を算出した。 
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• Searches for neutrinos coincident with GRB 221009A and NGC 1068 
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